
全国の火山の監視及び噴火警戒レベルについて

○ 気象庁では、全国１１０の活火山のうち、火山噴火予知連絡会によって選定された４７火山※を常時観測火
山として２４時間監視

○ このうち、３０火山において、噴火警戒レベルを運用。

１

※今後、新たに３火山（八甲田山、十和田、弥陀ヶ原（立山））を追加予定
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活火山（１１０火山）

活火山のうち、気象庁が常時観測
している４７火山

常時観測火山のうち、噴火警戒レ
ベルが運用されている３０火山
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箱根山

御嶽山

霧島山(新燃岳)

桜島口永良部島
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浅間山

吾妻山

阿蘇山
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伊豆・小笠原諸島

西之島

硫黄島

福徳岡ノ場

噴火警報発表中の火山（平成27年６月16日現在）

○ 現在、１３※の火山で噴火警報を発表

※三宅島については、６月５日に、レベル１（活火山であることに留意）に引き下げ
※蔵王山については、６月１６日に、活火山であることに留意に引き下げ
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5 口永良部島

3 桜島

3 御嶽山

（3） 西之島

（3） 福徳岡ノ場

2 吾妻山

2 草津白根山

2 浅間山

2 箱根山

2 阿蘇山

2 霧島山
（新燃岳）

2 諏訪之瀬島

（2） 硫黄島

噴火警戒レベル対象火山
レベル５（避難）
レベル４（避難準備）
レベル３（入山規制）
レベル２（火口周辺規制）
レベル１（活火山であることに留意）

噴火警戒レベル対象外火山
居住地域厳重警戒
入山危険
火口周辺危険
活火山であることに留意

海底火山
周辺海域警戒
活火山であることに留意

【凡例】

気象庁

＜火山名＞

※ 箱根山においては、現在の噴火
警戒レベル2（火口周辺規制）におけ
る情報について、警戒が必要な区域
を大涌谷周辺（箱根山） と表記。
（詳細は資料３）
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噴火警報を発表した火山、及び噴火が発生した火山の数の推移

平成２３年３月１１日
東北地方太平洋沖地震

平成１９年１２月１日
噴火予報警報を導入と同時に
７火山で警報を発表

○ ここ数年、噴火警報を発表している火山数が増加していることは事実であるが、「日本全体の火山活動が活発化している」
とはいえない。
・ ２０１１年３月１１日の東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）の前後で明確な傾向があるとは判断できない（図１）。
・ また、１９８４年以降の３０年間の噴火した火山の数を見ても、明確な傾向があるとは判断できない（図２）。

６月１６日現在

●図１ 噴火警報を発表した火山数

●図２ 噴火が発生した火山数

平成２３年３月１１日
東北地方太平洋沖地震

３
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（参考）噴火警戒レベル表

※火山によって、レベル毎の警戒が必要な範囲は異なる
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